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増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会

雨

野

正

治

社協だ

六
月
、
別
苅
恵
比
須
神
社
例
大
祭
の
臓
が
大
き
く
揺
れ
て
、
い
よ
い
よ

「増
毛
夏
祭
」
の
幕
も
上
が
り
、

一
番
過
ご
し
ゃ
す
い
季
節
を
迎
え
ま
し

た
が
皆
様
に
は
知
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

ご
勇
退
さ
れ
た
岩
永
会
長
の
後
、

一二
月
、
そ
の
任
を
引
き
継
が
せ
て
頂

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
歴
代
会
長
を
は
じ
め
会
員
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
に
よ
り
築
か
れ
て
き
た
協
議
会
の
運
営
と
活
動
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
福
祉
の
基
本
理
念
で

あ
る

「ノ
l
マ
ラ
イ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
」

(
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
他
の
人
々
と
と
も
に
暮
ら
す
社
会
)
の

具
現
化
の

一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
事
業
運
営
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
協
議
会

へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
全
道
の
新
任
会
長
の
研
修
会
に
出
席
を
し
て
、

忘
れ
か
け
て
い
た

「こ
と
ば
」
に
巡
り
会
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

一
つ
は
『
地
域
と
は
、
人
の
つ
な
が
り
』
か
つ
て
は
、
自
然
に
生
ま
れ
て
い
た
繋
が
り
は
、
こ
れ
か

ら
は

「意
識
的
に
仕
掛
け
て
」
生
み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
地
域
、

つ
ま
り
隣
近
所
の
繋
が
り
さ
え
も
消
滅
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

も
う
一
つ
は
『
支
え
合
い
は
、
お
互
い
様
の
こ
と
』
人
が
、
明
確
な
支
え
を
必
要
と
し
な
い
で
生
き

ら
れ
る
の
は
、
人
生
の
中
で
も
ご
く
限
ら
れ
た
期
問
。
そ
れ
以
前
も
、
そ
れ
以
降
も
、

支
え
が
あ

っ
て

生
き
ら
れ
て
い
る
。

私
は
、

二
つ
の
こ
と
ば
か
ら
協
議
会
の
仕
事
は
「
お
陰
様
づ
く
り
」
で
は
な
い
か
と
理
解
し
ま
し
た

少
子
化
、
高
齢
化
、
近
所
付
き
合
い
の
希
薄
化
な
ど
、

「お
は
よ
う
」
の
挨
拶
す
ら
時
々
し
か
交
わ
す

こ
と
の
な
い
生
活
環
境
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
何
処
か
で
誰
か
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
し

た
ら
、
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

「あ
り
が
と
う
」
と
声
に
出
し
て
伝
え
る
、
こ
れ
が

「お
陰
様
づ
く
り

」
だ
と
思
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
よ
り
多
く
の
方
々
と
手
を
繋
い
で

「お
陰
様
づ
く
り」

の
輪
を
広

げ
て
行
く
こ
と
が
、
私
た
ち
協
議
会
の
役
目
で
は
な
い
か
と
。

こ
れ
か
ら
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「お
陰
様
、
あ
り
が
と
う
、
よ
か

っ
た
わ
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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4月の総会において、次のとおり

役員が改選になりました。
福祉団体役員
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平
成
-
一
十
六
年
度

事

業

-
会
議
関
係

『正
副
会
長
会
議
の
開
催
』

初
年
4
月
お
日

第
l
阿

部
年
9
月

m
n
第

2
同

幻
年
2
月
幻
日

第
3
同

『
理
事
会
の
開
催
』

初
年
5
月
日
日

第
1
回
・第
2
回

幻
年
3
月
M
日

第
3
回
・第
4
凶

『評
議
員
会
の
開
催
』

初
年
5
月
日
日

第
l
凶

幻
年
3
月
M
U
第
2
凶

『監
恒
監
査
の
実
施
』

初
年
4
月
凶
日
本
会
監
事
監
奇

7
月
日
H

H

凶
月
初
円

ρ

幻
年
1
月
目

H

N

初
年
5
月
幻
日

増

毛

町
監
査
委

員
に
よ
る
財
政
的
援
助
同
体
監
査

部
年
ロ
月
ロ
日

留
萌
振
興
局
運

営
指
導
監
査

り

-
各
種
会
議
・
研
修
会
関
係

O
留
萌
地
区
市
町
村
社
協
辿
絡
協

議
会
理
包
4

会

O
日
常
生
活
'
什
立
支
俊
研
修
会

O
上
川

・
宗
谷

・
留
萌
地
区
下
務

所
向
立
支
援
円
以
恕
談
会

O
「安
心

・
安
全

・
福
祉
の
ま
ち
づ

社協 だ よ

ノ

ど
、
れ
ソ
」

O
社
会
福
祉
法
人
新
会
計
基
準
説

明
会

O
留
胡
地
区
管
内
巡
回
支
駿

O
留
萌
地
区
地
域
福
祉
生
活
支
援

員
研
修
会

O
第
二
田
市
町
村
社
協
会
長

・
事

務
局
長
会
議

O
社
会
福
祉
協
議
会
向
け
新
会
計

基
準
研
修
会

O
全
道
市
町
村
社
協
事
務
局
長
連

絡
会
議

O
第
三
田
市
町
村
社
協
会
長

・
事

務
局
長
会
議

0・5庶
月 務
21関
円 係

資
産
変
更
の
笠
記

-
基
盤
整
備
と
活
動
の
強
化

O
自
主
財
源
確
保
の
た
め
新
会

H

の
加
入
促
進
に
つ
と
め
前
年
度

よ
り
会
員
数
が
増
加
し
た

O
本
会
事
業
推
進
の
た
め
お
件
の

寄
付
が
あ

っ
た
。

-
在
宅
福
祉
活
動
の
総
合
的
推
進

O
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
噌
毛
町

か
ら
受
託
。

張
緩
誕
舟

へ
の
生
活
援
助
活
動

を
展
開
し
た
。

中
前
汗
∞∞名
。
実
施
青
数

η
名

.
の
べ
即
因
。

幸E
a:. 
1:1 

O
お
せ
ち
料
埋
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

展
開
し
た
。
実
施
者
数
引
名
。

-
心
身
障
が
い
者
福
祉
活
動
の
推

進
O
身
体
障
が
い
者
の
福
祉
推
進
の

た
め
交
通
費
の
助
成
援
助
し
た
。

O
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、
身
体
障

が
い
者
福
祉
協
会
へ
助
成
援
助

し
た
。

-
高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

O
は
月

6
U
「ふ
れ
あ
い
広
場
2

0
1
4
ま
し
け
」
を
開
催

O
H寒
大
学
、
町
民
ス
ク
ー
ル
、

一て

世
代
交
流
事
業
、
増
色
町
主
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
助
成
媛
助
し

た
。

園
戦
没
者
遺
族
福
祉
の
推
進

O
増
毛
町
遺
族
会
へ
助
成
援
助
し

た
圃
増
毛
町
母
子
・
寡
婦
福
祉
の
推

進
O
地
主
町
母
子
す
み
れ
会
へ
助
成

同
協
助
し
た
。

・
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

O
民
生
委
此
協
議
会
・保
護
叶
会
・

子
育
連
・汗
少
年
健
全
育
成
推

進
協
議
会
へ
助
成
し
た
。

園
低
所
得
者
福
祉
活
動
の
推
進

O
総
合
支
侵
資
金
の
借
り
入
れ
相

談
4
件
。
岱
付
O
件

-
共
同
募
金
運
動
の
推
進

o
h亦い
羽
根
、
成
ト
ボ
た
す
け
あ
い

募
金
と
も
に
作
自
治
会
並
び
に

篤
志
者
の
協
刈
を
符
る
こ
と
が

で
き
、
好
成
結
を
お
さ
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

O
イ
ベ
ン
ト
(
え
び
・地
酒
祭
り
・

秋
味
祭
り
)

-
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動

強
化
の
た
め
助
成
接
助
し
た
。

O
児
童
・生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
作
及
事
業
奨
励
の
た
め
、

町
内
全
小
小

5
校
に
対
し
助
成

控
助
し
た
。

O
独
府
高
齢
者
宅
の
窓
の
ビ
ニ
|

ル
張
り
事
業
を
し
た
。

-
広
報
活
動
の
推
進

O
社
協
だ
よ
り
を
発
刊
(
年
2
同
)。

社
協
活
動
の
啓
発
を
悶
っ
た
。

-
そ
の
他

O
若
人
ク
ラ
ブ
・泣
版
会
・舟

f
会

・身
附
協
会
・共
同
必
金
委
只
会

・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

事
務
局
業
務
。

6rJ2211 

地主JIIyボランティアセンター

忠魂碑周辺の草刈作業
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社協 だ より

社会福祉法人増毛町社会福祉協議会

平成26年度収支決算報告

(収入の部) ( y1.イセ:円)

手:↓ 目 予算額 (A) 決算制 (B) 増減(B-A) b街 )5' 

一 般 zlbz h 費 50，000 58，000 I 8，000 116名
特 lJlJ I」』3E 費 450，000 536，000 86，000 268名

ti 助 l35〉ζ• 費 800，000 720，000 ム80，000 12個人、 60法人 ・同体

IDT 補 助 金 8，500，000 8，500，000 o m毛P1r補助金

特道別社協補助金 92，000 89，000 ム3，000 口付事務的

会 計 事業助成金 6，000 ム1，000i福祉基金事業助成金

共同募金配分金 2，480，000 2，431，980 ム:~，~:~ I共I砂 金配分金
'奇 附 金 1，575，000 1，455，229 ム119，771

委 託 金 収 入 2.922.000 2，850，666 ム71，334 階サービス・生きがいディサービス撚委副

繰 入 金 3，388，000 ム800 基金繰入金

Jli 収 入 103.000 59.550 ム43，450 ボランティア保検事務V(配分金等
前年度繰越 金 377，569 377，569 。
よロ』 百十 20.743.569 20.470.194 ム273，375I 

(支出の部) ( 1ド{立:円)

手:十 日 |予算額(A) 決算額 (B) 培減(B-A) 。市 矛J岳

給料及び諸手 当 | 8，981.704↓ 8，980.704 ム1，000 職員3名

共 済費 1.022.105 1.022.105 。各極保険料他
旅 263.000 187.8401 ム75，160 役職員旅t~ . 実費弁償

'げId1k 用 1.498.000 1.373.225 ム124，775 施泣管理. t内 1~IIi'J '通1.1 ・ 保険料 ・ 阻使公尺
11fi百科・4両内科代

」会 務 運 営 費 30.000 13.650 ム16，350 会滋賀 ・渉外投

広 報 活 動 費 215，000 I 212，760 ム2，2401社協だより印刷費

r壁山 齢 護 費 10.000 。 ム10，000
背 福 祉 tを 530.000 529，799 ム201 ふれあい!ム:Ji}. -=.世代交流事業

心身障がい者福祉資 420，000 420，000 。身体附がいnh，i祉協会予をつなぐ111の会・聞がいnハイヤー助成

生きがいディサービス事業費 2，011，863 2，011，863 。人件fl';舟山 t~
ボフンティアセ ンタ一運営1~(町内学
校助成'/'c'ふれあい郵便・ビニール弧り

地域福祉活動費 2，925，000 ム22，680 ')， ~住). ~f少年健全 ff成維進協泌会 ・
(-(jt会合成iT絡協設会・m毛田I老人

在宅福祉推進費 |

クラブ迎合会.r.]:.(-すみれ会・j遊僚会

1，200，000 1，124，402 ム75，598 除雪サービス
治家大γ.1.(生't?nt6H員会

福祉活動推進費 225.000 225，000 。町民スクール・IZ』曹司会
費 | 一

貸 付 事 業 92，000 42，000 ム50.000 実費弁償 ・ ;JJ務t~
一ー「ー ー一一一

繰 出 金 1，000 。 ム1，000
一 一

手~l iームI 金 710.000 ム11，120
負 担 金 259.000 256.500 ム2，500 各種負拘金

鹿 弔 費 10.000 5，000 ム5.000

刺t 支 出 20.000 15，400 ム4，600 年t'1Jぶ11'f(1也

予 4前 費 319，897 。ム319，897
fr 計 20.743，569 20，021，448 ム722，121

収入計 20，743，569円 支出計 20，021，448円 残額 448，746円



社協だより

議官社説祉協議会 平成27年度
1.社会福祉協議会の基盤整備と活動の強化
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事 業 計 画

事業区分 具 体的 事業 τr.: 業 の 概 要

1.会務の運営 1)正Il.IJ会長会決の開催 必要に応じて随時開催

2)理事会 ・評議民会の開催 年3回

3)監査の実施 Wff'1Jft:i:i立の実施(凶半期毎)
4)部会 ・委u.会の開催 各稀事業について総合的に検討する専門委口会の開催

5)各同体のが務局 共同募金委員会 ・ボランティアセンター運営委員会 ・身体障がいE
福祉協会、母子会、 i立族会、老人クラブ述合会

2.基敏悦日iiとi?i 1)会員会費制度の允実 社協の組織をPR し、 会口会 'f~iI~J度のVf及と新会只の川l人促進

JUJの強化 2)事業推進財源の確保 財源の確保のため事業の見直しにより、地域福祉の向上を図る。

3)チャリティ 事業の実施 (協ff) 社協PRを含めた町民参加を図り、財源の確保に努める。
4) R常向立支援・JJ)たの実施 利用Mの安全確保の面から地岐に密おしている社協が受託し噌進と沼

祉の促進に努める。

5)新会計システムの移行 自主的経営基盤の強化をi支lるとともに、t足供するサービスの質のli'J1: 
及び・IJ業経営の透明性の確保を図る。

6)相談窓口の実施と将及 地域住民の利便を)5"(抵し、福祉関係のいかなる相談も、|見!係機関につなぐ

7)防犯ボランティア組織の構築と |防災ボランティア活動の受w側・支t塁側双)jの連携する体制を構築するた
il~ !i1ì め、道社協 ・管内di町村との協定等の準fiii
8)福祉厚生課及び民生委員・児童委 年間各々 2回の:1!l談会を実施し、福祉課題の共布と実態状況の肥保を[:;([り、
員協議会との定期j怨談会の実施 福祉の促進に努める。

2.在宅福祉サービスの総合的 ・実践的推進 ノ

事業区分 共 体的 事業 う定 の 概 要

一 一
1.在宅福祉活動 1)[除古サービスの実施 119毛町からの受託:f.菜、在宅福祉の一翼を担う。
の何:進 2)除勺機の貸出し 山(:命青世椛|白lけ除雪機:rrWし、{_f宅福祉活動の向上を図る。
2.心身l符がいd' 1)身体的がい肖福祉協会、手をつ 身体隙がい背運常活動の支援、手をつなぐ籾の会への助成後助
福祉活動の般 なく'親の会への助成

進 2)身体障がいEへの交通貨助成 ハイヤーチケット助成事業の実施。

3)心身|符がい脅福祉事業のJ'Jfl:研究 予をつなぐ税の会と共同で心身障がいg初祉・147長の調査研究

1)ふれあい広均の|制緩 高齢Mとチ供述の交流をII!Iじて、ふれあい運動の実践に務める。

3.高齢斉福祉活
2) 生きがいテ'ィサービス 'J~業の実施 地毛H可からの受託事業.高齢省福祉対策の一翼を担う。

3)生きがいディサービスの出前実践 利問者の拡大と泌知予!妨を目的とした各老人クラブに出前サービス実施。
iji)Jの推進 4)右人クラブ述合会への助成援助 述合会運営活動の文緩 ・単位老人クラブ.に対する助成鐙助。

5)三世代交流事業への助成俊助 舎熊小学校、 %1京大J

6)暑1芸大学へ助成援助 急速な社会ニーズに適川する教義と生活技術の研修を凶る。

7)生活支俊サービス企画・準備 尚齢者事業団の設立を企画、 地域を支える)Jの 4層充実をl刈る。
8)認知症サポーターの?予及 地毛田Iと 協ft し認知症サボーターを益成するj停留会を実施、 ~fgもが&

らしやすい地峡づくりを目指す。

9)高鈴首向け食事会の実胞 独居高齢者、高齢者のみ世帯;;を主体に侃立の解消と居均所(サロン的)

の提供を し、 I~.I'Jfl愉背福祉の促進を閃る。

4.低所符r'!i-福祉 1) 生活福~l資金貸付事業の効果的推進 低所得昔、身体障がい昔、高齢者、離職者の臼立更生と生活の安定を図る

活動の推進 2)被災l山g:への媛JI'l 火災等の被災世俗に対し、見舞金を贈る

5.共同募金運動 1)共同募金運動への協力、配分事 街頭必金、 j也域募金士卒、イベント必金の災施。

の推進 業のx施 共同募金運.JVJによる配分事業の実筋 ・赤い*J線共|日l募金配分事業
除雪サービス、ふれあい広I号、社協だより、三世代交流

-歳末たすけあい募金配分事業

低所得者家庭、知的障がい者家庭、母子 ・父子家庭、高齢者家庭等の

支媛、おせち料理サービス事業

6待団体への助 1)1辛子会、逃族会、町民スクール 母子会、立I政会運営活動の支援、|町民スクールに対する助成俊助の災施。
成w助 への助成援助

3.ふれあいのまちづくり推進~ボランティアセンターの充実・強化と福祉教育の推進

事業区分 具 体的事 業 可J~ 業 の 概 要

1ボランティ ア 1)ボランティアセンターへの助成 ボランティアセンタ一連常活動の支援生活環境の改善を似lる
センタ一機能 2) 独居者人宅窓のビニール張り 'I~業の実施 参加首相互の交流、会話匂;の援助

の充実 3)生きがいディサービス事業への協力 活動の、23・及拡大とw極的な参加支援に努め、地域、住民のボランティア
4)ボランティア登録制度の普及と育成、 に対する需要と供給を杷躍し、調整する。
活動支援 lhii人ボランティアのff成援助

2.福祉教育の推 1)児童 ・生徒のボランティア活動 児m.生徒のボランァィア活動の育成後助を進め、福祉教育を推進する。
進 の推進 -舎熊小学校.!i')毛小乍校・刑毛中乍校

2)ふれあい郵便事業への助成俊助 高齢者の一人暮ら しの孤!rtl~.&を全校児童生徒からのお便りにより心のケアを凶る。
3) I[tイス体験滑習会 1';'!'t町と協Hし、車イスを使った体験講習会を企阿・実施。

3.児虫、 27少年 1)子ども会育成事業の俊助 子ども会育成連絡協議会に対し助成援助する。

対策の推進 2)汗少年健全育成事業の援助 l守少年健全育成推進協議会に対し助成援助する。
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4.各種研修事業への積極的参加

事業区分 具 体的 事業

I各種研修会への I 1)各種研修会への参加
参加 | 

2研修会の企画実施I1)ボランティア研修会の実施
5.広報活動の推進

事業I天分 具体的事業

1.広報活動の推 I 1)社協だよりの発行
進 I 2)町広報の活m

社協 だ よ り

事 業の慨~

社協役峨員並びに希望者に対し紛極的な参加を促し、福祉人材確保と
資質の向上に努める。

ボランティア活動の役割

事 業の概 要

社協だよりの先行(年2同)
町広報及び防災無線の活用

社会福祉法人
増毛町社会福祉協議会 平成27年度 資金収支予算書
手ヰ 日 本年度予算 説 明

一 般 3Z2 』 員 収 入 55.000 

特 日IJ £τE』ZZ 員 収 入 510，000 町民の皆様から納入していただいている会1fJ:o

賛 助 正五~ 民 ~lI: 入 650，000 

寄 ~H 金 ~lI: 入 1，459，000 社協への善意の寄附金

岡I 補 助 金 収 入 7，891，000 増毛町からの補助金

道社 協 補 助 金収入 92，000 北海道社会福祉協議会からの助成金

共同募 金 配 分金収入 2，480，000 共同募金からの助成金

岡I ~ζ Z 託 金 ~l( 入 2，892，000 IDJからの委託事業費(除雪 ・生きがいTィサービス)
道社 協 受託金収入 30，000 日常生活自立支援事業委託料

受取 利 息配当金収入 7，000 福祉基金特別会計からの助成金

そ の 他 の ~j( 入 93，000 雑収入

収 人 計 (1) 16，159，000 

職 員 料 支 出 6，868，000 職員3名 ・臨時職員l名

法 定 福 利 費支 出 1，112，000 職員3名 ・臨時職員l名 各種保険金他

事 業 費 支 出 578.000 車輔費 ・消耗品費 ・手数料 ・災害見舞金
土拝 務 t当 支 出 2，147，000 福利厚生費 ・ 旅費交通貨 ・ 研修研究費 ・ ~t~務消耗品費

通信運搬貨 ・ 会議'l!l. ・ 広報技 ・ 業務委託t~.保険料
賃貸料 ・租税公課 ・保守料 ・渉外貨・ 諸会1!(・雑貨

一 般募金配分金支出 1，916，000 ふれあい広場t~.三世代交流費 ・在宅福祉活動費 ・福祉推進対策費
歳未たすけあい配分金支出 1，600，000 低所得者援護

助 成 金 支 出 1，357，000 心身障がい者福祉費 ・ 児童福祉活動支接費 ・ 老人福祉活動支援î~
-母子、寡婦福祉活動支接投・ボランティア育成政 ・遺族援護費・社会福祉推進費

支 出 計 (2)15，578，000 

資金収 支差 額 (3)=(1)一(2) 581，000 

共同募金全道広域使途助成事業収入 500，000 機器(除雪機)購入助成金

施設 整 備等 収 入計 (4) 500，000 

|川固面設定資産 取 得支 出 690，000 除雪機購入事業

整備等 支 出 計 (5) 690，000 

施設整信等資金収支差額(6)= (4)一(5) ム190，000
制立資産取崩収入 394，000 繰入金

その他の活動収入計 (7) 394，000 

積 "lL 資 産 支 出 702，000 退職積立 ・地域福祉基金特別会計繰出金 ・運用財産 ・愛情銀行

その 他 活動 支 出 63，000 北海道民間社会福祉事業職員共済会

その他の活動支 出計 (8) 765，000 

その他活動罰金取支差額(9)= (7)一(8) ム371，000
予 備 fi: 支 出 (10) 468.746 予備費
当期資金収支差額合計(IlH3)十(6)t(9) -(l0) ム448，746

前期末 支払資金残高 (12) 448，746 

当期末支払資金残高 (ll)t(12) 。



社協 だ より 7 

駐日。ε潤倒3号

老人クラブ研修旅行の様子

6月5日護国神社慰霊大祭参拝・研修旅行

- a~HUgchn ヨ
言

目
的一

新入学児童に手作りマスコッ卜をプレゼン卜しています

〉
4月17日 総会開催の様子

5月30・31日えぴ地酒まつりでの出庖

/!3F 

ボランティア指定校助成事業
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8 社協 だより

ご寄附ありがとうございました
前号以後の増毛町社会福祉協議会に対するご寄附についてお名前をお知らせし

あたたかいお志に心より感謝申し上げます。

。増毛総合技能士会様(社会福祉のために) 。増毛町役場職員組合青年部様 (社会福祉のために)

。平 松 ラノたマ 孝様 (葬儀制民の一部n 。池 回 久美子様 (葬儀香典の一部)

。桂 本 仁様 (葬儀香典の一部) 。別苅小学校PTA様 (社会福祉のために)

。羽 豆 イ ツ様 (葬儀秀典の一部) 。佐々木 ハルヱ様 (葬儀香典の一部)

。関 口 峰 樹様 (葬儀香典の一部) 。蝦 名 万紀子様 (葬儀香典の一部)

。秋 フE 賢 治様 (葬儀香典の一部)

aω羽鶴参事同著書重量
EEヨ主主E主主主・圃M・E・1・1・E
今年も10月1日から始まります。 10月1白砂12月31日

各町村での募金額に対して翌年度に配布される(使うことができる)金額が決まります。

26年度の増毛町の募金額は1，258，051円でした。皆様の善意は、下記の表のとおりに使われます。

皆様のあたたかいご協力をお願いいたします。

平成27年度の配分先 配分額 備 考

除雪サービス 275，000 高齢世帯の除雪サービス事業
二世代交流事業 105，000 地域住民の異世代間交流(増毛小・舎熊小・暑寒大学)

ふれあい広場 286，051 ふれあい広場開催経費

社協だより発行 220.000 社協だよりの発行経費

募金経費 80，000 増毛町共同募金事務経費 ・活動資金
地方共募分担額 15，000 地方共募分t日額

地方共募関連事業への助成分担額 ! 40.000 地方共募委員会各福祉団体助成

道地i或配分金 237.000 全道地域での配分
d広』司 計 I 1，258，051 26年度募金合計

司‘' 、，、，
-・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・宇・・・・・・・........日可 a・・・・『・一一一一 ............... . ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...............................................

種協会員募集~動闘い
増毛町社会福祉協議会では、毎年町民の皆さまに会員加入のお願いをしています。また、地域におけ

る福祉の発展のため、地域で活躍されている団体 ・事業などにもご協力をお願いしています。

会員加入とは、社協の運営やサービスの参加 ・協力を金銭面でお願いするものです。皆さまから寄せ

られた会費は、社協の運営費や福祉サービス事業の財源として使わせていただき、幅広く地域福祉を推

進するために活用されています。.2垂寄主・ @ー般会費(ーロ)500円@特別会費(ーロ)2，000円@賛助会費 10，000円
一一一 加入について、電話等でご連絡いただければ職員が伺います。

増毛町社会福祉協議会TEL53-3600 
-・・・・・・・・・・・・・・・・..... ・................... -・・・・・・・・・・・・・・E・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・... .. . .................. . 


